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少子・高齢社会の住宅政策

１．持ち家・賃貸市場の変化
２．若者の住宅事情
３．女性就労と持ち家取得
４．子育ての住宅条件
５．高齢社会の住宅資産所有
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「ストック活用型団地再編への展望」(関西大学戦略的研究基盤団地再編プロジェクト編、
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～持ち家制度・賃貸市場の変化と高齢者・若者等の住宅確保施策
　　　　　　　　　　　  ―地域居住の推進、増える空き家の利活用～

高齢者・生活困窮者の住宅確保と空き家利活用への取組み
～生活支援・地域包括ケアシステムとの連携～ 
１． 高齢者・生活困窮者の住宅確保
　(1)       住宅確保要配慮者
　(2) 　 支援付き住宅のニーズ
　(3) 　 サロン（総合相談窓口）
２． 空き家活用の取り組み
　(1) 空き家の状況
　(2) 社会的不動産事業・大家による空き家の活用―地域再生の可能性
　(3) 支援付きアパート
３． 生活支援と地域包括ケア
　(1) 地域包括ケアシステムの機能―「植木鉢」と「土」
　(2) 機能障害を生活障害にしない生活支援
　(3) 生活支援の人材育成事業
４． 認知症になっても、馴染みの地域で、最期まで
　　　　～寄りそい地域ネットワーク～
　(1) 2025年問題と地域居住
　(2) 生活互助、地域互助の地域ネットづくり
　(3) 支援付き住宅の制度化
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住環境マネジメントシステムと自治体の住宅・土地政策
～公法・私法・市場が連携した新しいまちづくり手法をめぐって～（仮題）
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（編著）

空き家の実態
から方策を探る―

老朽危険家屋の
解体 ・撤去―

□  [執筆]
 空き家問題のフロントランナー


